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第１章 基本構想策定の背景・目的等 

 

１－１ 基本構想策定の背景・目的 

⑴ 歴史・文化の発信拠点としての広島城の魅力の向上 

   広島城は、江戸時代には政治・軍事の拠点かつ城下町の形成・発展の核

として機能してきた。また、明治時代の廃藩置県後には日清戦争に伴い大

本営が設置され、その敷地のほとんどが軍用地となるなど軍都広島の核と

しての役割も担ってきた。原爆により旧天守閣は倒壊したが、戦後鉄筋コ

ンクリート造により再建され、現在史跡広島城跡内には、復元天守だけで

なく、大本営跡や原爆投下の第一報を発したとされる中国軍管区司令部防

空作戦室跡（以下「防空作戦室跡」という。）といった旧軍関連遺構や被

爆樹木など、築城から原爆投下を経て戦後復興に至るまで広島が歩んでき

た歴史を刻む拠点が多数残されている。 

こうした背景を有する広島城は、現在の広島の発展の礎が築かれた中

世・近世・近代の歴史や文化について学び、体感する上で重要な役割を担

ってきた。さらに、令和元年度は浅野氏広島城入城 400年記念事業が多数

展開されるなど、歴史・文化の発信拠点としての広島城への関心が高まり

つつある。 

   一方で、天守閣は再建から 62年が経過し、耐震診断調査を踏まえた建

物の耐震性を確保するための対応が必要な状況にある。また、築城 400年

を記念し、平成６年に復元が完了した二の丸復元建物の本格的な利活用

は、平成 28年度から始まったばかりであり、現在は試行的な取組も多い

ことから、更なる利活用のあり方について検討が必要である。 

   このような状況の中、広島の歴史・文化の発信拠点として魅力を更に向

上させるための方策について、「広島城のあり方に関する懇談会」（以下

「懇談会」という。）において検討を行ってきた。 

 

⑵ 観光拠点としての魅力向上を通じた都心のトライアングルの回遊性の向 

上 

   史跡広島城跡が位置する中央公園は、戦災復興のシンボルとして整備さ

れ、都心における緑豊かな空間として本市の個性と魅力ある都市空間の形

成に大きな役割を果たしてきた。しかしながら、中央公園、平和記念公

園、紙屋町・八丁堀地区を結ぶ都心空間のトライアングルの回遊性は、こ

れまで必ずしも十分ではない状況にあった。 

このような状況の中、中央公園については、平成 23年 10月に旧広島市

民球場跡地委員会を設置して以降、累次の議論が行われてきたが、令和元

年５月に「サッカースタジアム建設の基本方針」が策定され、サッカース

タジアム（以下「スタジアム」という。）の建設場所を中央公園広場とする
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ことが決定した。これにより、球場跡地を含む中央公園全体を見据えた活

用方策について、具体的に検討を進められる状況となったことから、令和

元年８月に設置した「中央公園の今後の活用に係る有識者会議」において

議論が行われ、「中央公園の今後の活用に係る基本方針」策定に向けた作業

が進められている。 

今後、こうした流れの中で、スタジアムが令和６年に開業を予定するな

ど、広島城を巡る環境や人の流れは大きく変化することが見込まれる。中

央公園全体やスタジアムを巡る議論の動向も踏まえながら、中央公園の一

角に位置する広島城の魅力向上を通じた都心空間のトライアングルの回遊

性向上のための方策について、懇談会において検討を行ってきた。 

 

１－２ 基本構想の位置付け 

 史跡広島城跡を長い将来にわたって適切に保存し、かつ有効に活用するため

の基本的方針として、「史跡広島城跡保存管理計画」（以下「保存管理計画」と

いう。）が昭和 63年４月に策定された。また、保存管理計画を踏まえ、その具

体的展開を図るため、史跡広島城跡整備の基本的方向（方針）とその具体化に

ついて体系的に明らかにし、その整備を総合的かつ計画的に行うための指針と

して、「史跡広島城跡整備基本計画」（以下「整備基本計画」という。）が平成

元年３月に策定された。 

 本基本構想は、１－１で述べた問題意識を踏まえ、広島城全体と広島城を構

成する各エリアの基本的な考え方（コンセプト）を示しながら、整備基本計画

で示された方向性のうち取組が十分に行われていない事項や優先的に推進すべ

き事項を抽出するとともに、整備基本計画では詳細に示されていない事項（か

つての三の丸のうち、史跡に隣接する都市計画道路で囲まれた部分（以下「三

の丸」という。）の施設整備、最新技術の活用、ソフト面の取組等）に関する

方向性を示すなど、今後の取組の基本的な指針として策定するものである。 

 なお、文化財保護法では、国指定文化財等の所有者等が、その保存・活用の

考え方や具体的な取組の内容を定めた基本的な計画である「保存活用計画」を

策定することができるとされていることから、将来的に関係機関等との協議の

下、史跡広島城跡に関する保存活用計画の策定に向けた議論を行うことも考え

られる。 
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第２章 今後の取組の基本的な考え方（コンセプト） 

 

２－１ 中央公園の今後の活用に係る基本方針（素案） 

 中央公園の今後の活用に係る基本方針（素案）では、中央公園はその様々な

特性を生かしつつ、欧米の成熟した都市の類似例に見られるようなシンボル的

な空間となるよう、３つの空間特性を備えたものとすることを基本理念として

いる。 

また、同基本方針（素案）において、広島城は、国際平和文化都市の顔とし

て、広島の歴史を踏まえつつ、質の高い文化・芸術・スポーツを満喫すること

ができる、また発信する空間である「文化を醸し出す空間」として整理されて

いる。さらにその中でも、広島城の築城から始まった広島の歴史を肌で感じて

もらうことができるよう、歴史的な雰囲気を醸し出す中心的なゾーンである

「歴史ゾーン」として整理されている。 

 

２－２ 広島城全体に関する基本的な考え方（コンセプト） 

 本基本構想では、整備基本計画において定められた史跡広島城跡整備に関す

る目標（①広島の歴史を継承し、かつ体験できる場 ②広島らしい風景を持つ

空間 ③人々に親しまれ、多様な機能を発揮するオープンスペース ④都市観

光の拠点 の４点。以下「整備目標」という。）の趣旨や中央公園全体におけ

るゾーニングの基本的な考え方を踏まえつつ、整備基本計画に基づく取組の進

捗状況やその後の状況変化等も勘案し、今後当面の取組の指針となる基本的な

考え方（コンセプト）を次のとおり設定するものである。 

 

【基本的な考え方（コンセプト）】 

 ① 重層的な歴史性を基本とした魅力づくり 

（広島城内の回遊性向上） 

 ② 来訪者目線に立った公園運営 

 ③ 広島観光のネットワーク拠点 

（広島城内外の回遊性向上） 

 

【整備目標（参考）】 

① 広島の歴史を継承し、かつ体験できる場 

 ② 広島らしい風景を持つ空間 

 ③ 人々に親しまれ、多様な機能を発揮するオープンスペース 

 ④ 都市観光の拠点 

 

＜基本的な考え方①（重層的な歴史性を基本とした魅力づくり（広島城内の回

遊性向上））＞ 
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整備目標①において、「時代的、性格的に異なる遺構を、江戸時代後期の城

郭の形態を基準とする中で調和させながら保存・活用し、“歴史の拠点”とし

て、広島の歴史を継承かつ、体験できる面的広がりと一体性を有した野外博物

館的機能を発揮するよう整備する必要」があり、「歴史性を基本とした魅力づ

くりが重要となる」と述べられている。 

このことは本基本構想においても最も重要なコンセプトと考えられる。すな

わち、広島の重層的な歴史を生かした「歴史性を基本とした魅力づくり」を進

めることで、来訪者が天守閣だけでなく広島城全体をパッケージとして見て回

り、これまで十分でなかった広島城内の回遊性向上を図る必要がある。 

 

＜基本的な考え方②（来訪者目線に立った公園運営）＞ 

 整備目標③において、「広島城跡は史跡であるとともに、中央公園の一角で

もあり、都心に位置するまとまったオープンスペースとしての役割も果してい

る」と述べられている。 

近年は都市公園において民間活力の導入により経費を削減しながら公園の魅

力を向上させる事例も見られる。中央公園の一角に位置する広島城について

も、公物管理の視点にとどまらず、来訪者目線に立った公園運営により、公園

としての魅力を高め、市民をはじめとする来訪者の憩いの場所にふさわしい空

間づくりが重要と考えられる。 

 

＜基本的な考え方③（広島観光のネットワーク拠点（広島城内外の回遊性向

上））＞ 

整備目標④において、「都市観光の拠点づくりという視点も含めて整備を図

ることが重要」であり、「周辺の拠点施設のネットワークの中で、史跡広島城

跡を都市観光の拠点としても位置づけ整備することは、広島を訪れた人に対

し、広島の歴史・文化を体験的に伝え、より深い広島への理解と印象を得るこ

とにつながる」と述べられており、観光的な側面から広島城外とのネットワー

ク化を図るという視点は重要と考えられる。 

なお、整備目標②において、「広島城跡を活かした景観づくりに加え、サイ

ン施設等を整備し、広島城跡と周辺の平和公園などの拠点とのネットワークを

形成し、魅力的な都市空間づくりをめざすことも重要」と述べられており、景

観的な側面から広島城外とのネットワーク化を図るという視点も重要と考えら

れる。 

中央公園全体やスタジアムについて議論が進められ、広島城を巡る環境や人

の流れは大きく変化することが見込まれる中、広島城を「広島観光のネットワ

ーク拠点」と位置づけることにより、都心空間のトライアングルの回遊性向上

を図る必要がある。 
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２－３ 各エリアに関する基本的な考え方（コンセプト） 

⑴ 「歴史」と「城」の２大テーマ  

   「歴史性を基本とした魅力づくり」を進める上で、城の役割や機能に着

目した展示等がこれまで十分ではなかったことや、城自体に興味を有する

来訪者が多いことを踏まえ、広島城を中心として広島が歩んできた「歴

史」をテーマとするだけでなく、「城」そのものについてもテーマとし、

城が有した役割や機能を分かりやすく伝える必要がある。「歴史」と

「城」の２大テーマに基づく魅力発信を図っていく。 

   なお、平成６年に復元が完了した二の丸復元建物については、発掘調査

の結果を基に木造で江戸時代の姿に蘇った建物であるが、建物が有する魅

力や城の一部として果たしてきた役割や機能などを来訪者に十分伝えるこ

とができていなかったことから、復元事業の趣旨を生かす観点からも、天

守閣は「歴史」、二の丸復元建物は「城」に関するテーマを主に扱うとい

う形で、役割分担を図ることとする。 

 

⑵ 広島城の特徴 

   全国に多数ある城郭と比較すると、広島城固有の特徴として主に次の３

点が挙げられ、取組を進める上でこれらの特徴を十分活かすことが望まし

いと考えられる。 

  ① 日本を代表する平城の一つ 

  ② 広大な水堀の存在 

  ③ 原爆投下に関する歴史を刻む拠点 

 

⑶ 各エリアに関する基本的な考え方（コンセプト） 

２－２の広島城全体に関する基本的な考え方（コンセプト）に基づき取

組を進めるため、各エリアに関する基本的な考え方（コンセプト）につい

ても次のとおり定める（詳細は次章参照）。 

  ① 天守閣……………広島の「歴史」を幅広く学び、体験できる場 

  ② 二の丸復元建物…「城」の役割・機能や「伝統文化」を学び、体験で

きる場 

  ③ 本丸・二の丸……広島城ならではの重層的な「歴史」を体感できる場 

  ④ 三の丸……………広島城への来訪者のおもてなし拠点 

 

⑷ 留意点 

   取組の推進に当たっては、来訪者が「非日常」を感じることができる空

間づくりや、特に若者を含めた幅広い世代の来訪者への魅力を意識した空

間づくりの観点に留意する。 
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第３章 空間づくりのイメージ 

 

３－１ 天守閣（広島の「歴史」を幅広く学び、体験できる場） 

⑴ コンセプト 

広島城天守閣を切り口に、広島の「歴史」を幅広く学び、体験できる空

間づくりを目指す。 

 

⑵ 主なターゲット 

   予備知識の少ない観光客を主なターゲットとして想定する。市民、観光

客のいずれの来訪者も時間的に制約があることを考慮し、誰にでも分かり

やすく理解が容易に深められる展示を目指す。 

 

⑶ 二の丸復元建物との役割分担 

   必ずしも十分な展示環境ではないものの、二の丸復元建物と比較し実物

展示に適した展示環境であることから、実物展示を中心とする。 

なお、二の丸復元建物のコンセプトを「城」の役割・機能や「伝統文

化」を学び、体験できる場とすることから、天守閣内の展示の一部移管を

検討する。 

 

⑷ 展示の留意点 

展示空間のデザインを含め個々の展示物の展示方法の工夫といった観点

にも留意しながら、観光客をはじめとする予備知識の少ない来訪者にも分

かりやすく、理解が容易に深められる展示とする。また、外国人観光客の

増加も踏まえ、多言語対応を進める。 

 

⑸ 耐震診断調査結果を踏まえた柔軟な見直し 

   耐震診断調査結果を踏まえ、天守閣の耐震改修又は木造再建など今後の

方向性について検討する必要があるが、いずれの方向性においても天守閣

内部の展示面積の減少が見込まれることから、展示面積の具体的な減少幅

も踏まえ、必要に応じて柔軟な見直しを行う。 

 

３－２ 二の丸復元建物（「城」の役割・機能や「伝統文化」を学び、体験で

きる場） 

⑴ コンセプト 

築城４００年を記念して復元された二の丸復元建物を切り口に、「城」の

役割・機能や「伝統文化」を学び、体験できる空間づくりを目指す。 

「伝統文化」のテーマに関しては、伝統文化を体験できるイベントや伝

統文化に関する企画展示の実施などを想定する。 
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⑵ 主なターゲット 

   予備知識の少ない観光客を主なターゲットとして想定する。市民、観光

客のいずれの来訪者も時間的に制約があることを考慮し、誰にでも分かり

やすく理解が容易に深められる展示を目指す。 

 

⑶ 天守閣との役割分担 

   空調等が整備されておらず、実物展示に適さない展示環境であることか

ら、パネル展示、模型や映像演出等を中心とする。 

なお、二の丸復元建物のコンセプトを「城」の役割・機能や「伝統文

化」を学び、体験できる場とすることから、天守閣内の展示の一部移管を

検討する。 

 

⑷ 展示の留意点 

木造により復元された建物の内観・外観を生かした展示空間づくりとい

った観点にも留意しながら、観光客をはじめとする予備知識の少ない来訪

者にも分かりやすく、理解が容易に深められる展示とする。また、外国人

観光客の増加も踏まえ、多言語対応を進める。 

 

３－３ 本丸・二の丸（広島城ならではの重層的な「歴史」を体感できる場） 

⑴ コンセプト 

大本営跡や防空作戦室跡といった旧軍関連遺構や被爆樹木など江戸時代

とは時代的・性格的に異なる遺構等を通じて、広島の重層的な「歴史」を

体感できる空間づくりを目指す。 

なお、原爆投下に関する歴史を刻む拠点の一つという、全国の他の城郭

と比較した場合の広島城固有の特徴を踏まえ、ピースツーリズムの観点で

の活用には特に留意する。 

 

⑵ 最新技術の活用 

本丸・二の丸は史跡内にあり現状変更等の規制の対象であるものの、重

層的な「歴史」を体感できる空間づくりを目指すため、ＡＲ・ＶＲなどの

最新技術の活用により、往時の建物等の様子を体感できる仕組みの導入を

検討する。 

 

⑶ 植栽をはじめとする公園環境の改善 

整備基本計画において、本丸上段や下段から天守閣の可視領域を確保で

きるなど景観への配慮が盛り込まれているが、これまで整備基本計画に基

づいた取組が十分に行われず、本丸・二の丸のほとんどの場所から天守閣
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が見えない状況にある。 

来訪者が天守閣を眺めながら本丸・二の丸を快適に歩いて楽しんでもら

うことができ、かつ憩いの場となるよう、植栽や歩道などの公園環境の改

善を着実に進める。 

 

⑷ 防空作戦室跡の公開に向けた検討プロセス 

   原爆投下の第一報を発したとされ、平和学習等のため学校関係者などに

公開していた防空作戦室跡は、老朽化による天井のコンクリートの剥落等

が進行していることから、その安全性を考慮し、平成 29年度当初から一

般公開を中止している。 

このため、所有者である国を含む関係機関等とも十分連携しながら、劣

化状況の調査や安全性、保存工事手法など、施設の保存・公開に向け検討

する。 

 

３－４ 三の丸（広島城への来訪者のおもてなし拠点）  

⑴ コンセプト 

   広島城への来訪者は増加傾向にあるものの、整備基本計画において三の

丸に整備することとされている飲食・物販施設や観光案内所などの便益施

設はこれまで十分に整備されておらず、観光客・市民を対象としたニーズ

調査や企業を対象としたサウンディング調査でも三の丸に求める施設とし

て上位を占めている。広島城をじっくり見て回ってもらい、また広島観光

のネットワーク拠点として位置付ける上でも、これらの機能を中心に導入

を図り、広島城への来訪者の「おもてなし拠点」を目指す。 

 

⑵ 具体的に導入が想定される機能 

  ① 飲食・物販施設 

    広島ならではの「食」を味わうことのできるお店、ゆっくりくつろげ

るカフェなどの飲食施設や、観光客が楽しめるお土産物屋など、来訪者

のニーズが特に高いと考えられる機能の導入を検討する。 

    なお、水堀と天守閣を背景としたロケーションを活かすことや、例え

ば江戸時代風の意匠とするなど歴史的深みのある空間づくりの観点にも

留意する。 

  ② イベント広場 

    広島の文化として脈々と受け継がれてきた神楽をはじめとする催しを

鑑賞したり、食事をとりながら憩い、くつろげる空間づくりを検討す

る。 

  ③ 展示空間 

    広島城の目玉となる収蔵品などを展示・活用し、歴史を肌で感じても
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らうことで、天守閣や二の丸の本格的な展示を見たくなるよう、来訪者

を誘導できるような展示空間づくりを検討する。 

  ④ 観光案内所 

    広島城の見どころや周辺の観光スポット等の情報をワンストップで入

手できる観光案内所の設置を検討する。 

  ⑤ バス乗降場 

    三の丸へのアクセス改善及びにぎわい施設の利用者の利便性向上のた

め、バス乗降場の設置を検討する。 

 

参考資料 

○三の丸への機能導入のイメージ図 

（※あくまでイメージ例であり、具体的なゾーニング等は今後検討予定） 
 

 

⑶ スタジアム及び中央公園広場等における賑わい機能等との調整 

   今後予定する具体的な施設整備計画（以下「三の丸整備基本計画」とい

う。）の立案等に当たっては、スタジアム建設、中央公園広場整備及び旧

広島市民球場跡地整備等、中央公園の他の事業で検討されている賑わい機

能等との機能面の役割分担の観点にも留意しながら、連携・調整を図る。 

 

⑷ 機能導入に当たっての環境整備 

① 観光バス駐車場の移転 

    三の丸への新たな機能導入に必要な事業用地を確保するため、三の丸

に立地する観光バス駐車場の中央バレーボール場への移転に向けて検討

する。 
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② 浄化槽 

   三の丸への新たな機能導入に必要な事業用地を確保するため、三の丸

に立地する浄化槽について調査を行った上で、必要な対応について検討

する。 

③ モニュメント（噴水）への対応 

三の丸への新たな機能導入に当たっては、三の丸に立地するモニュメ 

ント（噴水）が現在の場所に配置された経緯等も十分に考慮しながら、

検討する。 

 

⑸ 民間活力の活用 

   近年都市公園の活用において民間活力を活用した事例が増えていること

から、三の丸の施設整備等においても、民間活力の導入により経費の削減

だけでなく公園の魅力向上を図ることができるよう、具体的なスキームを

検討する。 

また、他都市の事例（公園内の駐車場利用料を指定管理者の収入とし、

にぎわい施設を含む公園の魅力向上に還元する事例等）も踏まえながら、

現在利用料が無料の三の丸観光バス駐車場の移転が実現した場合の新駐車

場のあり方についても検討する。 

 

⑹ 三の丸の試掘・発掘調査の結果を踏まえた柔軟な見直し 

  三の丸への新たな機能導入を見据え、令和２年度において試掘・発掘調

査を予定しているが、調査結果に応じて遺構の保存等の対応が求められる

ことも想定されることから、必要に応じて⑴のコンセプトや⑵の導入機能

の柔軟な見直しを行う。 

 

⑺ 史跡指定の必要性の有無に関する検討 

   保存管理計画や整備基本計画では、三の丸について史跡への追加指定を

検討することとされていることから、今後実施を予定している三の丸の試

掘・発掘調査の結果も踏まえつつ、追加指定の必要性の有無に関して、国

及び本市文化財審議会と協議・調整を進めながら検討する。 
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第４章 その他の取組の方向性 

 

４－１ 運営・体制 

⑴ 関係者間の連携強化 

   中央公園は公益財団法人広島市みどり生きもの協会（所管課：本市緑政

課）により、天守閣・二の丸復元建物は公益財団法人広島市文化財団（所

管課：本市文化振興課）によりそれぞれ指定管理が行われ、また観光事業

は本市観光政策部や公益財団法人広島観光コンベンションビューロー、水

堀での遊覧船の運営はＮＰＯ法人、イベントは民間事業者等がそれぞれ主

に実施するなど、広島城の関係者は縦割りかつ多岐にわたり、関係者間の

情報共有等が円滑にできていない状況にある。 

   このため、関係者が定期的に取組の提案、協議、情報共有等を行う場を

設けるなど関係者間の緊密な連携を図り、機動的な運営を目指す。 

 

⑵ 指定管理のあり方の検討 

   中央公園と天守閣・二の丸復元建物の指定管理者が別主体であることか

ら、両者が十分に連携した運営体制が構築できていないこと、三の丸の導

入機能を踏まえた施設整備に当たっては、民間事業者が参入しやすいスキ

ームを構築する必要がある（民間事業者が天守閣を含めた史跡広島城跡内

全体の管理運営を一体的に行うことを前提として参入の判断を行うことも

想定される）ことから、今後の広島城の望ましい指定管理のあり方につい

て、他都市の事例等の調査も進めながら検討する。 

 

４－２ 広報・情報発信 

⑴ 公式ホームページの充実 

   広島城の公式ホームページは来訪者の主要な情報ツールであるが、デザ

イン性が低いなど「見せ方」が十分でなく、またホームページ内のタブや

情報が整理されておらず、広島城跡内で実施される主要なイベント等の情

報もほとんど記載されていないなど、来訪者が必要な情報に迅速にアクセ

スすることが難しい状況にある。 

   公式ホームページの管理運営主体である指定管理者においてホームペー

ジの抜本的なリニューアルを行うなどの必要な対応について、指定管理者

と連携して検討する。 

 

⑵ パンフレット・案内板の充実 

  パンフレットや案内板は来訪者が効果的・効率的に見どころに関する情

報を知る主要なツールであるが、建物内の主要な展示品や史跡広島城跡内

の回遊ルート等が掲載されておらず、二の丸復元建物に入場できることに
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気付かない、また旧軍関連施設等の観覧につながらない要因となっている

と考えられる。 

   パンフレットについては、作成主体である指定管理者において史跡広島

城跡内の観覧モデルルート、見どころ、撮影スポット等を掲載した利便性

の高いパンフレットの作成を行うなどの必要な対応について、指定管理者

と連携して検討する。 

   また、案内板についても、史跡広島城跡内の観覧モデルルート、見どこ

ろ、撮影スポット等を記載した利便性の高い案内板の設置を行うなどの必

要な対応について検討する。 

 

⑶ 広報・情報発信の留意点 

  広報・情報発信に当たっては、情報発信のタイミング（例：観光客に対

しては、旅前・旅中のいずれが効果的か）、情報発信場所（パンフレットの

配架場所等）やターゲット（市民・日本人観光客・外国人観光客等）別の

手法の視点等にも留意する。 

 

４－３ 周辺施設との連携 

 浅野家の庭園として広島城と歴史的つながりの深い縮景園や広島城に隣接す

るひろしま美術館などの周辺施設と連携し、来訪者の回遊性の向上を図る。 

 

４－４ アクセス 

広島城へのアクセスの入口（三の丸付近の表御門、ＲＣＣ付近の裏御門の２

か所）のうち、表御門は平和記念公園や紙屋町方面から地下歩道を通行しアク

セスする来訪者の多くが利用すると推定され、都心のトライアングルの回遊性

の向上を図る上でも、表御門に至る地下道は重要なアクセスルートである。 

地下道の位置が分かりづらく、また暗いイメージが伴うなど、広島城への誘

導性が弱い状況にあることから、案内表示の充実や地下道の美装化に向けて検

討する。 

 

４－５ イベント 

 広島城の魅力を多くの人々に知ってもらうためには、施設整備等のハード面

だけでなく、イベントをはじめとするソフト面の魅力向上・発信が重要であ

る。歴史的・文化的魅力を活かしたイベントや、その他の様々な分野のイベン

トが多様な主体により開催されるよう、広島城の関係者間の連携強化（４－１

⑴参照）をはじめ、必要な方策を検討する。 

 なお、中央公園全体や周辺エリアでのイベントの状況を踏まえたイベント相

互の連携の視点や、若者が楽しめるイベントづくりの視点にも留意する必要が

ある。 
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４－６ 最新技術の活用 

 スマホアプリやＡＲ・ＶＲをはじめとする最新技術の活用が他都市の城郭で

も進んでいることから、これらの先進事例の調査も進めながら、積極的な活用

に向けて検討する。 

 

４－７ 史跡広島城跡外の歴史スポットの活用 

 江戸時代には現在の史跡広島城跡の範囲の外も含めて城下町が広がっていた

ため、現在の市内中心部には城下町の名残が見られることから、史跡広島城跡

外の歴史スポットの活用を検討する。 
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第５章 天守閣の耐震診断調査結果を踏まえた今後の対応 

 

５－１ 今後の検討の進め方 

 天守閣の耐震診断調査結果を踏まえ、建物の耐震性を確保するための方策

（耐震改修又は木造再建）について、他都市での耐震改修等の議論の進め方も

参考としながら、今後懇談会を中心に具体的な検討を進める。 

 

５－２ 検討の留意点 

 広島城特有の課題である液状化対策、関係法令等の遵守状況、展示への影

響、バリアフリー、防火・防災上の観点などにも留意しながら検討する。 
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第６章 事業推進のあり方 

 

６－１ 取組内容の柔軟な見直し 

 本基本構想は、広島城の築城着手 400年目を機して策定した整備基本計画に

おいて掲げながら、未完成となっている事項も含め、現時点における市民ニー

ズ等を反映する事項についての取組方針を提示するものであるが、具体的な取

組内容については、今後、天守閣の耐震診断調査結果、三の丸の試掘・発掘調

査結果や、市民・観光客のニーズの変化等に応じ、柔軟に見直しを行いなが

ら、その実現に向けて確実に推進することとする。 

 

６－２ フォローアップの実施 

 本基本構想の実現に向けて確実に推進を図るためには、現行の実施主体が多

岐にわたる状況を整理した上で、取組の推進を担う組織を定めるなど、取組状

況について定期的なフォローアップを行いながら、ＰＤＣＡサイクルが実践で

きる体制を整えることとする。 

なお、必要に応じて懇談会にも報告を行うこととする。 
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第７章 今後のスケジュール 

 

天守閣の耐震対策及び三の丸への機能導入については、令和６年（2024 年）

を目指し、以下のスケジュールで事業を推進する。 

  

○ 令和２年度（2020年度） 

  ・ 広島城基本構想の策定 

  ・ 天守閣：耐震改修又は木造再建の方向性の決定、補強立案（耐震改修の

場合） 

  ・ 三の丸：三の丸整備基本計画の策定等 

 

 ○ 令和３年度（2021年度）～令和 5年度（2023年度） 

  ・ 天守閣：実施設計・工事（耐震改修の場合） 

  ・ 三の丸：事業者選定、設計・工事、開業準備 

        バス駐車場の移設、開業（三の丸の整備に影響が出ないよう先

行して開業） 
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参考資料 

 

１ 広島城のあり方に関する懇談会 

  広島城の一層の魅力向上を図り、新たな観光拠点として再構築するために、

有識者からの意見を幅広く聴くため、広島城の各ゾーン（本丸・二の丸・三の

丸）の基本的な方向性と具体的な活用方法に関することなどについて、意見聴

取及び情報交換を行う。 

 

 ⑴ 審議経過 

  ア 第１回懇談会 

  （ｱ） 開 催 日：令和元年 10 月９日（水） 

  （ｲ） 開催場所：広島市役所本庁舎 14 階第７会議室 

  （ｳ） 審議内容：① 懇談会開催要綱等について 

② 座長の選任について 

③ 広島城の現状と課題等について 

④ 懇談会の進め方について 

  イ 第２回懇談会 

  （ｱ） 開 催 日：令和２年１月 27 日（月） 

  （ｲ） 開催場所：広島市役所本庁舎 14 階第７会議室 

  （ｳ） 審議内容：① 広島城基本構想（素案）について 

          ② 懇談会の進め方について 

 

 ⑵ 委員名簿 

  ◎三浦 正幸 広島大学 名誉教授 

大庭 由子 安田女子大学国際観光ビジネス学科 教授 

本田美和子 広島市郷土資料館 学芸員 

辻󠄀  孝和 （一社）日本旅行業協会中四国支部 事務局長  

平野 公穏 ㈱中国新聞社地域ビジネス局 事業出版センター部長 

飯田 稔督 西日本旅客鉄道㈱広島支社 副支社長 

上田 宗冏 上田宗箇流十六代目 家元 

金城一国斎 七代金城一国斎 

角倉 博志 （公財）ひろしま美術館 副館長 

（◎：座長） 

 

２ 観光客・市民ニーズ調査 

  広島城の歴史・文化の発信拠点及び観光拠点としての魅力向上を図るため、

観光客や市民を対象とするニーズ調査を実施した。 
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 ⑴ 観光客アンケート調査 

  ① 実施期間：令和元年 11月 20日（水）及び 24日（日） 

  ② 実施方法：日本人及び外国人を対象に、広島城跡内において調査員に 

よる聞き取りにより実施 

③ 設問項目：天守閣の利用状況、課題等 

本丸・二の丸の利用状況、課題等 

二の丸復元建物の利用状況、課題等 

三の丸で整備すべき施設 

その他広島城全般について 

④ サンプル 日本人 165票、外国人 116票 

 

⑵ 市民アンケート調査 

  ① 実施期間：令和元年 11月 22日（金）～25日（月） 

② 実施方法：広島市民（18歳以上）を対象とした WEBアンケートにより 

実施 

③ 設問項目：天守閣の利用状況、課題等 

         本丸・二の丸の利用状況、課題等 

         二の丸復元建物の利用状況、課題等 

         三の丸で整備すべき施設 

         その他広島城全般について 

④ サンプル 600票 年代（5区分）・男女均等 

 

３ サウンディング調査 

広島城の観光拠点化に向けて、民間事業者の参画可能性、導入機能の可能性、

事業化検討に当たっての課題を整理するため、参画が想定される民間事業者に

対して意識調査を実施した。 

① 実施期間：令和元年 11月～12月 

② 実施方法：本事業への参画が期待できる企業６社を対象に実施 

  ③ 調査項目：本事業の魅力度や課題 

本事業への参画意向 

導入したい機能・施設 

望ましい事業手法 等 

  

４ 広島城天守閣耐震診断調査 

  広島城天守閣の劣化状況及び耐震性能を明らかにするため、コンクリート

コア調査等を行った上で、耐震診断調査を実施した。 
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⑴ 建物概要 

① 建物名称 ：広島城天守閣 

② 構造・規模：RC造（天守閣入口部分は木造） 

        RC造：地上 5階建 延床面積 1322.10㎡ 

        木造：地上 2階建 延床面積    36.89㎡ 

 

⑵ 調査概要 

① 図面照合劣化調査：建設時図面と現況の変更箇所等を確認 

② コンクリート圧縮強度：コアを採取し、コンクリートの強度を測定 

③ 中性化深さ測定：採取したコアの表面でコンクリートの中性化深さを 

測定 

④ 不同沈下測定：柱位置ごとにレベルを測定し、傾斜角を算出 

 


